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松原市議会 

スマートフォンやタブレットから本会議・委員会の様子が 

ご覧いただけます！！ 

  
 

 
 

令和２年度当初予算に、 

3億4,073万7,000円を追加し、   

                   総額 591億9,264万4,000円に 

○小中学校運営事業 4,730万4,000円 
小中学校における新型コロナウイルス感染症対策に係る消耗品や備品購入

費等の追加 

 

○学校給食業務事業 723万1,000円 
学校の休校に伴い中止となった給食の食材加工賃等に係る補償金の補正 

 

○老人福祉センター弁天苑建設事業 600万円 
児童遊園撤去工事費の補正 

○子どもインフルエンザワクチン接種事業 2,010万円 

 
 

議
案
審
議 

会 

期 

令
和
２
年
９
月
８
日
～
10

月
２
日 

９
月
定
例
会
で
は
、
令
和
２
年
度
松
原
市
一
般
会
計
補
正
予
算
な
ど
議
案

12

件
、
令

和
元
年
度
歳
入
歳
出
決
算
認
定

14

件
、
議
会
議
案
４
件
に
つ
い
て
審
査
し
ま
し
た
。 

１１月３０日（月）  本会議（初日） 

      １２月 ７日（月）  個人質問          

     ８日（火）  個人質問 

     ９日（水）  個人質問  

            １１日（金）  福祉文教委員会 

           １４日（月）  総務建設委員会 

              １８日（金）  本会議（最終日） 

次回の予定 
令和２年第４回定例会審議日程（案） 

本会議・委員会の様子は、市ホームページを経由してＹｏｕＴｕｂｅで

視聴することができますので、是非ご覧ください。ホームページへはこちらの

QRコードからアクセスできます。 

もしくは、http://www.city.matsubara.lg.jpよりアクセスをお願いします。 

※動画の内容は公式記録ではありません。 

視聴方法・注意事項については市ホームページの 

「松原市議会」→「ライブ中継・録画映像（YouTube）について」を 

ご覧ください。 

【議案第50号 令和２年度松原市一般会計補正予算（第７号）】 ●補正その１ 

3億4,073万7,000円で実施される主な事業 

●補正その２ 【議案第58号 令和２年度松原市一般会計補正予算（第８号）】 

令和２年度当初予算に、 

2,010万円を追加し、   

                  総額 592億1,274万4,000円に 

2,010万円で実施される主な事業 
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解
説  

弁
天
苑
の
移
設 

令
和
２
年
２
月
４
日
に
松
原
市
内
に
あ

る
徳
洲
会
病
院
か
ら
弁
天
池
に
介
護

施
設
を
新
た
に
建
設
す
る
こ
と
を
目
的

に
「弁
天
池
の
売
却
に
つ
い
て
の
要
望
書
」

の
提
出
が
あ
った
。
市
と
し
て
は
徳
洲
会

病
院
に
池
を
売
却
す
る
か
わ
り
に
松

原
市
で
地
域
医
療
、
救
急
医
療
を
継

続
し
て
実
施
し
て
も
ら
う
目
的
で
、
３

月
に
売
却
を
決
定
。
４
月
１
日
、
徳
洲

会
病
院
か
ら
「土
地
利
用
の
計
画
案
」

が
市
へ
提
出
さ
れ
、
５
月

14
日
に
本

市
と
の
間
で
弁
天
池
跡
地
な
ど
の
売
却

に
つ
い
て
の
合
意
書
を
締
結
し
、
さ
ら
に

令
和
２
年
５
月

28
日
土
地
建
物
の
売

買
仮
契
約
の
締
結
に
至
った
。 

今
後
、
令
和
４
年
12
月
の
完
成
を
目

指
し
、
工
事
が
進
め
ら
れ
る
こ
と
に
伴
い

弁
天
池
内
に
立
って
い
る
弁
天
苑
と
天

美
図
書
館
の
土
地
も
、
池
と
と
も
に
売

却
さ
れ
る
た
め
、
弁
天
苑
と
天
美
図
書

館
は
天
美
東
７
丁
目

85
番
地
に
移

設
さ
れ
る
こ
と
と
な
った
。  

～弁天苑と図書館はなぜ移設されるのか？～ 

弁天苑と天美図書館が移設されることになりました。 

■令和２年度松原市一般会計補正予算（第７号） 

老人福祉センター弁天苑建設事業について 

老人福祉センターと天美図書館の移設に伴い、移設先の児童遊園を廃止するための条

例改正案と、新規建設のための設計費用、建設費用の追加予算の計上を認めました。 

【内訳】 

○債務負担行為補正 老人福祉センター弁天苑建設工事  

 期間：令和２年度～令和３年度 2億3,000万円 

○社会福祉設備事業債 老人福祉センター弁天苑建設事業 480万円 

○工事請負費 老人福祉センター弁天苑建設事業 600万円 

問 ①追加計上されている予算の詳細について 

  ②関係者や利用者、近隣住民への配慮が十分されているかについて 

  ③移設先の児童遊園廃止に伴う緑化率や生活環境への影響について 

答 債務負担行為の２億３千万円は、６月議会で議決された弁天苑及び天美図書

館の移転に伴う工事費で、建物は２階コンクリート造りの延べ床面積480㎡。工事

費として計上している600万円は、移転先の児童遊園にある樹木やベンチの撤去費

用である。弁天苑建設について関係者や利用者に配慮し、魅力的なランドマークとな

るように進めていきたい。工事に関わる騒音等もあるため、隣接するマンションの住民

へ、概要の全戸配布や入居者全体の説明会を開催し、特に隣接する側にお住いの

住民へは直接説明に伺って理解を得たい。天美駅前緑道児童遊園を撤去するにあ

たり計算上では、新しい施設には通行者が一時休憩できるような場所や緑を復元す

る。また今年度、河内天美駅前における植栽や保水性ブロックの舗装を行うことが、

一定の緑を設ける代替となるものと考える。  
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                会派・議員名 

 議 案 等    

公明党 自由民主党 日本共産党 
まつばら 

未来 

大阪 

維新の会 

無

所

属 

結果 依
田
眞
美
子 

河
内 

徹 

中
尾 

良
作 

三
重
松
清
子 

中
田 

靖
人 

篠
本 

雄
嗣 

紀
田 

崇 

池
内 
秀
仁 

植
松 
栄
次 

野
口
真
知
子 

福
嶋 

光
広 

森
田 

夏
江 

河
本 

晋
一 

松
井  

育
人
※ 

鍋
谷 

悟 

平
野 

良
子 

田
中 

厚
志 

令和２年度松原市一般会計補正予算（第７号） ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ― ○ ○ ○ ○ ○ ― ○ ○ ○ 可決 

令 和 ２ 年 度 松 原 市 介 護 保 険 特 別 会 計 補 正 予 算 （ 第 ２ 号 ） ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ― ○ ○ ○ ○ ○ ― ○ ○ ○ 可決 

令 和 ２ 年 度 松 原 市 後 期 高 齢 者 医 療 特 別 会 計 補 正 予 算 （ 第 １ 号 ） ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ― ○ ○ ○ ○ ○ ― ○ ○ ○ 可決 

ひ と り 親 家 庭 の 医 療 費 の 助 成 に 関 す る 条 例 の 一 部 を 改 正 す る 

条例制定について  
○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ― ○ ○ ○ ○ ○ ― ○ ○ ○ 可決 

子 ど も の 医 療 費 の 助 成 に 関 す る 条 例 の 一 部 を 改 正 す る 条 例 制 

定について  
○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ― ○ ○ ○ ○ ○ ― ○ ○ ○ 可決 

重度障害者の医療費の助成に関する条例の一部を改正する条例制定につ

いて  
○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ― ○ ○ ○ ○ ○ ― ○ ○ ○ 可決 

松原市手話言語条例制定について ○ ○ ○ ○ ○ 〇 ○ ― ○ ○ ○ ○ ○ ― ○ ○ ○ 可決 

松 原 市 児 童 遊 園 条 例 の 一 部 を 改 正 す る 条 例 制 定 に つ い て  ○ ○ ○ ○ ○ 〇 ○ ― ○ ○ ○ ○ ○ ― ○ ○ ○ 可決 

令和２年度松原市一般会計補正予算（第８号 ） ○ ○ ○ ○ ○ 〇 ○ ― ○ ○ ○ ○ ○ ― ○ ○ ○ 可決 

固定資産評価審査委員会委員の選任について ○ ○ ○ ○ ○ 〇 ○ ― ○ ○ ○ ○ ○ ― ○ ○ ○ 選任 

固定資産評価審査委員会委員の選任について ○ ○ ○ ○ ○ 〇 ○ ― ○ ○ ○ ○ ○ ― ○ ○ ○ 選任 

農業委員会委員の任命について  ○ ○ ○ ○ ○ 〇 ○ ― ○ ○ ○ ○ ○ ― ○ ○ ○ 同意 

令和元年度松原市水道事業会計決算認定について ○ ○ ○ ○ ○ 〇 ○ ― ○ ○ ○ ○ ○ ― ○ ○ ○ 認定 

令 和 元 年 度 松 原 市 下 水 道 事 業 会 計 決 算 認 定 に つ い て ○ ○ ○ ○ ○ 〇 ○ ― ○ ○ ○ ○ ○ ― ○ ○ ○ 認定 

令 和 元 年 度 松 原 市 一 般 会 計 歳 入 歳 出 決 算 認 定 に つ い て  ○ ○ ○ ○ ○ 〇 ○ ― × × × × ○ ― ○ ○ ○ 認定 

令和元年度松原市国民健康保険特別会計歳入歳出決算認定について  ○ ○ ○ ○ ○ 〇 ○ ― × × × × ○ ― ○ ○ ○ 認定 

令 和 元 年 度 松 原 市 介 護 保 険 特 別 会 計 歳 入 歳 出 決 算 認 定 に つ い て  ○ ○ ○ ○ ○ 〇 ○ ― × × × × ○ ― ○ ○ ○ 認定 

令 和 元 年 度 松 原 市 後 期 高 齢 者 医 療 特 別 会 計 歳 入 歳 出 決 算 

認定について  
○ ○ ○ ○ ○ 〇 ○ ― ○ ○ ○ ○ ○ ― ○ ○ ○ 認定 

令 和 元 年 度 丹 南 財 産 区 特 別 会 計 歳 入 歳 出 決 算 認 定 に つ い て  ○ ○ ○ ○ ○ 〇 ○ ― ○ ○ ○ ○ ○ ― ○ ○ ○ 認定 

令 和 元 年 度 若 林 財 産 区 特 別 会 計 歳 入 歳 出 決 算 認 定 に つ い て ○ ○ ○ ○ ○ 〇 ○ ― ○ ○ ○ ○ ○ ― ○ ○ ○ 認定 

令 和 元 年 度 岡 財 産 区 特 別 会 計 歳 入 歳 出 決 算 認 定 に つ い て  ○ ○ ○ ○ ○ 〇 ○ ― ○ ○ ○ ○ ○ ― ○ ○ ○ 認定 

令 和 元 年 度 大 堀 財 産 区 特 別 会 計 歳 入 歳 出 決 算 認 定 に つ い て  ○ ○ ○ ○ ○ 〇 ○ ― ○ ○ ○ ○ ○ ― ○ ○ ○ 認定 

令 和 元 年 度 小 川 財 産 区 特 別 会 計 歳 入 歳 出 決 算 認 定 に つ い て  ○ ○ ○ ○ ○ 〇 ○ ― ○ ○ ○ ○ ○ ― ○ ○ ○ 認定 

令 和 元 年 度 一 津 屋 財 産 区 特 別 会 計 歳 入 歳 出 決 算 認 定 に つ い て  ○ ○ ○ ○ ○ 〇 ○ ― ○ ○ ○ ○ ○ ― ○ ○ ○ 認定 

令 和 元 年 度 別 所 財 産 区 特 別 会 計 歳 入 歳 出 決 算 認 定 に つ い て  ○ ○ ○ ○ ○ 〇 ○ ― ○ ○ ○ ○ ○ ― ○ ○ ○ 認定 

令 和 元 年 度 田 井 城 財 産 区 特 別 会 計 歳 入 歳 出 決 算 認 定 に つ い て  ○ ○ ○ ○ ○ 〇 ○ ― ○ ○ ○ ○ ○ ― ○ ○ ○ 認定 

新型コロナウイルス感染症の影響に伴う地方財政の急激な悪化に対し地

方税財源の確保を求める意見書  
○ ○ ○ ○ ○ 〇 ○ ― ○ ○ ○ ○ ○ ― ○ ○ ○ 可決 

防 災 ・ 減 災 ・ 国 土 強 靱 化 対 策 の 継 続 ・ 拡 充 を 求 め る 意 見 書  ○ ○ ○ ○ ○ 〇 ○ ― ○ ○ ○ ○ ○ ― ○ ○ ○ 可決 

ド ク タ ー ヘ リ の 安 定 ・ 持 続 的 運 用 へ の 支 援 強 化 を 求 め る 意 見 書  ○ ○ ○ ○ ○ 〇 ○ ― ○ ○ ○ ○ ○ ― ○ ○ ○ 可決 

コンビニ交付サービスを活用した罹災証明書の交付を求める意見書  ○ ○ ○ ○ ○ 〇 ○ ― ○ ○ ○ ○ ○ ― ○ ○ ○ 可決 

 

令和２年第３回定例会 議決結果一覧 

議長（池内秀仁・自由民主党）は通常採決には加わりません。賛否同数の時のみ可否を決定します。 

※松井 育人議員は欠席のため採決に加わっていません。 
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市議会の 

意思を決定！！ 

討論の様子はこちら 

各会計で赤字およ 

び資金不足が生じ 

ていないため 

実質赤字比率 

健全 

借金残高等負債に充 

当できる財源等が上 

回っているため 健全 

将来負担比率 

実質公債費比率は 

6.9％と早期健全化基

準 の 2 5 ％ を 大 き く

下 回っているため 健全 

実質公債費比率 公営企業の水道および 

下水道の各会計で資金

不足額がないため 健全 

公営企業の 

資金不足比率 

決 算 に お け る 健 全 化 判 断 比 率 結 果  

一
般
会
計
の
実
質
収
支
は
７
，
５
９
８
万
円
の
黒
字
（
前
年
度
比
約
１
，６
６
５
万
円
増
） 

 決算認定までの経過 

当
年
度
の
新
規
市
債
発
行
額
は
、
前
年
度
に
比
べ
約
17

億
３
千
万
円
増
加
し
た
。
松
原
市
新
図
書
館
建
設
事
業
、
各
小
中
学
校
の
空
調

設
備
新
設
事
業
及
び
ブ
ロ
ッ
ク
塀
改
修
事
業
に
伴
う
教
育
債
の
増
な
ど
が
主
な
要
因
と
な
り
一
般
会
計
の
借
金
残
高
が
前
年
度
に
比
べ

約
９
億
２
千
万
円
増
加
し
約
４
１
７
億
７
，
８
０
０
万
円
と
な
っ
た
。
ま
た
、
一
般
会
計
の
貯
金
（
基
金
）
は
、
前
年
度
に
比
べ
全
体
で

約
３
億
６
千
万
円
の
減
額
と
な
っ
た
。 

令和元年度 決算審査 

市の財政状況を審査しました 

９月25日（金）・28日（月）・29日（火）・30日（水）決算特別委員会 

本会議にて決算特別委員会を設置し、８名の委員が選任され、４日間の審査を実施。 

決算特別委員会では、令和元年度松原市一般会計歳入歳出決算認定・令和元年度松原市国民健康保険特別会

計歳入歳出決算認定・令和元年度松原市介護保険特別会計歳入歳出決算認定について、賛成５人 反対２人の

賛成多数で認定すべきと決定。その他の決算認定については、全会一致で認定すべきと決定。 

10月２日（金）本会議 
決算特別委員会委員長報告・討論・採決 

決算特別委員会での議論の結果について、委員長が報告を行い、令和元年度松原市一般会計歳入歳出決算認定・

令和元年度松原市国民健康保険特別会計歳入歳出決算認定・令和元年度松原市介護保険特別会計歳入歳出

決算認定について、賛成・反対それぞれの討論があり、賛成１２人 反対４人の賛成多数で認定すべきと決定。その他

の決算認定については、全会一致で認定すべきと決定。                   

それぞれの認定に対する賛成・反対の一覧は４ページの議決結果一覧をご覧ください。 
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セーフコミュニティ推進事業 

 

 セーフコミュニティ推進事業における報酬の支払先、他市への

出張によるメリット、委託料の内訳等について 

 

 報酬の支払先として、セーフコミュニティ推進協議会委員及び

外傷評価調査委員会委員となる。 

他市への出張によるメリットは、どういう課題を持ち、その課題に

対し自治体が住民の方とどのように取り上げてきたのか、また発

表の仕方など学べる点である。 

 委託料の内訳として、日本セーフコミュニティ推進機構に活動

の方向性や進め方など活動に係る支援として、83万7,175円、

活動報告会運営として、103万円、音声データ反訳として6万

3,180円である。 

 

 

 

 

 

 

 
 

松原市シルバー人材センター助成事業 

 

 松原市シルバー人材センター助成事業における委託方法、補

助金・助成金の算定基準等について 

  

 松原市としてはシルバー人材センターの運営補助や、高齢者

活用・現役世代雇用サポート事業の補助というところで補助金

を支出しており、各業務の委託については担当課がそれぞれ契

約をしている。業務内容に応じて適正なメリハリをつけた金額で

委託しているが、その業務の中で一番低い時間当たりの費用は

750円となっている。これらは請負契約になるため労働関係法令

は適用されないが、厚生労働省が示しているガイドラインを考慮

しながら指導や協議を考えていかなければいけない。補助金・助

成金については国において補助対象額が定められており、ほぼ

同額の金額を計上している。高齢者活用・現役世代雇用サ

ポート事業としての事業費も国の基準どおりに計上している。 

 

 

 

 

 

市民図書館管理運営事業 

 

 市民図書館管理運営事業における委託料の増額理由、

新図書館の１日当たりの来館者数・貸出件数・本の配置

方法・市民からの評価等について 

 

 委託料の増額理由は、指定管理者であるＴＲＣへの指

定管理料によるものである。 

 新図書館の1日当たりの来館者数および貸出件数につい

て、１月は、1,494人・1,668点、２月は、1,360人・1,459点、

３月は、新型コロナウイルスの影響により休館したためカウン

ター前での予約資料受け取りサービスを実施し、21日間で

2,162人・8,308点であった。 

 本の配置方法については、オープン前に司書職員とともに

話し合いで決めていき、後の運営については指定管理者が

決め、現在の配置となった。 

 市民からの評価等について、当初3月に入ってからアンケー

ト調査を実施しようと準備をしていたが、新型コロナウイルスの

影響により実施ができなかったが、専用の自習室ができて大

変喜ばしいという声を複数いただいている状況である。  

 

 個人・法人市民税及び固定資産税 

 

 個人・法人市民税及び固定資産税額の伸びた要因に  

   ついて 

 

 個人市民税については景気の回復基調などにより5,315

万１千円の増加、法人市民税については景気の緩やかな

回復基調の下、企業の売り上げの増加などで4,668万８千

円、固定資産税については天美B地区のまちづくりや企業立

地の促進などによる効果のほか、新築家屋や企業の設備投

資などが好調であったことにより9,241万３千円の増加となっ

た。 

問 

答 

問 

答 答 

問 

答 

問 

歳入決算額 

459億9,723万9千円 

歳出決算額 

458億9,501万5千円 

翌年度への繰り越すべき財源 

2,624万4千円 

実質収支額 

75,980千円 

【令和元年度一般会計】 
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公共施設循環バス運行事業 

 

 公共施設循環バス運行事業の委託料及び需用費の内訳、

令和元年度にアンケートを実施した経緯について 

 

 委託料については消費税増税により増額となっている。需用

費についてはコロナの影響により13日間運休したことで、燃料費

が減額となっている。 

アンケートについては、ぐるりん号の利用の有無にかかわらず、市

民がどのようなご意見を持たれているのかを調査するために実施

した。 

 

キャラクターPR事業 

 

 キャラクターPR事業の目標とする成果、グッズの売り上げ状

況、売り上げの使い道、事業の進め方について 

  

 キャラクターを活用して松原市のPRを図っていくという事業であ

り、マッキーが出演することやグッズを展開することによって、松原

市のことを知っていただくことが目的である。グッズの売り上げ状

況については令和元年度49万3,050円であった。売上金につい

てはこのキャラクターPR事業の財源に充てている。事業の進め方

については、マッキー自身の出演だけでなく、グッズ販売等の展開

も含めてやっていくことが、初めて松原市のキャラクターPR事業に

なると考えている。  

 

松原市PR事業 

 

 松原市PR事業における効果の検証、予算額と決算額の乖

離について、今後の方向性について 

 

 効果検証については、具体的な数字で示すことは難しいが、

EXILEのUSA氏に制作していただいたダンス体操松原市バージョン

を活用してUSA氏と本市中学生によるお披露目イベントの実施

や、flumpoolの練り歩きイベントを行うことによってまつばらマル

シェに人を呼び込むような効果があった。予算額と決算額の乖

離については、flumpoolのラジオ番組が当初の予定ではもう少し

早い段階からスタートする予定であったため、その分が全額不執

行となっている。今後の方向性としては、松原市観光親善大使

の方々と連携し、本市の魅力を発信しながら人口減少、高齢

化社会に対応するよう効果的に魅力発信していきたい。 

環境保全事業 

 

 環境保全事業における河川水質環境及び臭気に係る経

費、事業の成果、悪臭に対しての対策、基準値越えの臭気

に対し本市の事業者への指導等について 

 

 臭気に係る経費は29万7,120円である。事業成果として、

令和元年度は悪臭の原因となる事業所４地点の測定を行

い、２地点が基準を超えていた。臨時で測定した３地点に

ついてはすべて基準値以下であった。 

 悪臭問題については、大阪府等を通じて前向きに対応し

ている。事業者へは脱臭装置の購入等解決の糸口を見つ

けながら指導を行っている。 

 

資源ごみ処理業務 

 

 資源ごみ処理業務における汚れたプラスチック製容器を可

燃ごみとして処理する経費、処理単価・効果、熱エネルギー

に変わる可能性はあるのかについて 

 

 処理経費は1,222万7,252円で、処理単価は1ｔ当たり１

万3,901円である。効果については、プラスチック製容器を処

理するのは１ｔ当たり１万9,580円が必要だが、可燃ごみで

処理すると１ｔ当たり１万3,901円であり、プラスチック製容

器の254ｔに可燃ごみで処理した場合の処理単価の差とし

て、その差額分が5,679円となり、254ｔを掛けた144万2,466

円の効果が出た。資源化できるものをリサイクルして売却し、

その売却益は再商品化の拠出金として市の財源となるた

め、資源の質が高ければ高いほど売却益が高くなる仕組み

である。また、焼却されると熱エネルギーが発生し、そのエネル

ギーを用いて大阪広域環境施設組合では売電することで組

合の分担金の軽減等を図っている。  

問 

問 

答 

問 

答 

答 

問 

問 

答 

答 

令和元年度決算審査 
9月定例会では、令和元年度一般会計と３特別会計２事業会計の決算を 

審査した結果、全ての会計を認定しました。審査された事業の主な質疑を掲載いたします。 
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観光事業 

 

 観光事業のサービスエリアでの物産展でのPRの方法、外国

人ブロガーをなぜ活用したのか、その効果とブログ発信数等に

ついて 

 

 令和元年度は岸和田、大津、紀の川、香芝といった松原

市の近辺で特に人が集まる所を中心に松原市の特産物を

知ってもらうことと、動画やパンフレットを配布することで魅力を

発信する活動を行った。また、市外を対象にスタンドまつばらを

実施した。 

 外国人ブロガーについては、訪日外国人が旅行先を決める

のに、ブログやSNSなどを利用して決めることが多い。また、大

阪観光局の発表で、大阪に旅行で訪れる外国人の中でも台

湾の方のリピート率が高いということで2名の台湾人ブロガーを

活用した。本市に招致して本市の魅力を体験取材し、ブログ

を通して魅力発信をおこなうことで誘客を行った。委託は35万

8,400円および36万9,600円であり、閲覧数は一人が２万

5,902人、もう一人は9万1,176人となっており、今後インバウン

ドの回復が始まりブログを見て本市に来ていただくことを期待し

ている。ブログ発信回数はそれぞれ１回だが、旅行者が「大阪 

観光」等のキーワードで検索すると、検索結果に上がり選択し

てもらいやすくするため、ハッシュタグをつけている。   

 

 

 

 

 

 

 耐震改修補助事業 

 

 耐震改修補助事業のブロック塀撤去の内容、事業の

周知方法、市域や通学路のブロック塀を把握しているの

かについて 

 

 本事業は、災害時のブロック塀倒壊等による被害軽

減を図るため、ブロック塀撤去工事に要する費用の一部

を補助するもの。 

 令和元年度の実績として16件を撤去、そのうち５件は

認定通学路に面している。把握している通学路の危険ブ

ロック塀は150件あり、補助金の活用によりこれまで10箇

所撤去された。早急に現場を確認した上で、必要に応じ

て所有者へ補助金の制度を案内して改善されるよう促し

ている。  

  

 認定こども園建設事業 

 

 認定子ども園建設事業における幼稚園や保育園の統

廃合の経緯、工事請負費・公有財産購入費の内訳等

について 

 

 まつかぜ幼稚園、松原幼稚園、松原西幼稚園および

第１保育所を廃止し、来年4月に統合した認定こども園

を建設する予定。 

 工事請負費は、繰り越した令和元年度の工事費6億

3,758万3千円に令和２年度に実施予定の附帯工事費

を加算したものとなる。公有財産購入費は、土地開発公

社から購入するため金額等については適正なものである。  

問 

答 

問 

答 

問 

答 

令和元年度決算審査 
 

委
員
会
協
議
会 

森
田 

夏
江 

委
員

（
福
祉
文
教
委
員
会
） 

▽
生
保
減
額
に
つ
い
て 

▽
国
保
傷
病
手
当
・
減
免
制
度
に
つ
い
て 

福
嶋 

光
広 

委
員

（
福
祉
文
教
委
員
会
） 

▽
介
護
保
険
に
か
か
わ
っ
て 

・
第
８
期
介
護
保
険
事
業
計
画
作
成
に
む
け
て 

・
介
護
サ
ー
ビ
ス
に
つ
い
て 

・
介
護
事
業
所
へ
の
支
援
に
つ
い
て 

・
そ
の
他 

▽
コ
ロ
ナ
休
校
に
よ
る
授
業
時
数
の
確
保
に
つ
い
て 

植
松 

栄
次 

委
員

（
総
務
建
設
委
員
会
） 

▽
マ
イ
ナ
ポ
イ
ン
ト
に
つ
い
て 

▽
応
援
ク
ー
ポ
ン
事
業
に
つ
い
て 

▽
防
災
に
つ
い
て 

▽
そ
の
他 

紀
田 

崇 

委
員

（
総
務
建
設
委
員
会
） 

▽
災
害
対
応
に
つ
い
て 

篠
本 

雄
嗣 

委
員

（
総
務
建
設
委
員
会
） 

▽
ふ
れ
あ
い
収
集
の
拡
充
と 

 
 

 
 

 
 

 

今
後
の
ご
み
収
集
に
つ
い
て 
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 問 

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル

ス
感
染
症
関
連
給
付
等
申

請
サ
ポ
ー
ト
事
業
の
内
容

に
つ
い
て
問
う
。 

答 

制
度
内
容
や
申
請
方

法
の
電
話
相
談
。
行
政
書

士
に
支
払
う
申
請
代
行
費

用
の
一
部
補
助
を
行
う
。 

問 

中
小
企
業
へ
の
支
援

策
に
つ
い
て
考
え
を
問
う
。 

答 

持
続
化
給
付
金
、
家
賃

支
援
給
付
金
、
セ
ー
フ
テ
ィ

ネ
ッ
ト
補
償
融
資
制
度
等

の

支

援

に

つ

な

げ

る

。 

問 

特
別
定
額
給
付
金
の

取
り
組
み
と
成
果
を
問
う
。 

答 

勧
奨
通
知
や
自
宅
訪

問
を
行
い
、
申
請
率
99

.

８
％
の
成
果
が
あ
っ
た
。 

問 

自
主
財
源
確
保
に
向

け
た
取
り
組
み
や
コ
ロ
ナ

禍
に
お
け
る
財
政
状
況
の

見
通
し
に
つ
い
て
問
う
。 

答 

企
業
立
地
促
進
や
土

地
区
画
整
理
事
業
等
に
よ

り
市
税
収
入
が
増
加
。
引
き

続
き
自
主
財
源
確
保
に
つ

な
が
る
事
業
を
進
め
る
と

と
も
に
、
事
務
事
業
の
見
直

し
や
公
有
財
産
の
有
効
活

用
に
よ
り
持
続
可
能
な
財

政

運

営

に

取

り

組

む

。 

問 

コ
ロ
ナ
禍
の
教
育
現

場
と
課
題
に
つ
い
て
問
う
。 

答 
長
期
休
暇
の
短
縮
に

よ
る
授
業
時
間
数
の
確
保

に
努
め
、
学
習
に
つ
い
て

は
児
童
・

生
徒
の
実
情
に

柔
軟
な
対
応
を
す
る
。 

問 

Ｇ
Ｉ
Ｇ
Ａ
ス
ク
ー
ル

構
想
に
つ
い
て
１
人
１
台

の
端
末
を
効
果
的
に
活
用

し
た
学
習
や
家
庭
で
の
扱

い
方
に
つ
い
て
問
う
。 

答 

授
業
で
は
児
童
・

生

徒
の
発
達
段
階
に
応
じ
て

活
用
し
、
家
庭
で
は
予
習
、

復
習
の
活
用
や
、
オ
ン
ラ
イ 

ン
授
業
も
可
能
に
な
る
。 

問 

コ
ロ
ナ
禍
に
お
け
る

救
急
体
制
に
つ
い
て
問
う
。 

答 

感
染
症
患
者
救
急
搬

送
用
資
機
材
を
速
や
か
に

導
入
す
る
予
定
で
あ
る
。 

問 

大
型
商
業
施
設
・

阪

神
高
速
大
和
川
線
の
消
防

体
制
に
つ
い
て
問
う
。 

答 

個
別
に
警
防
計
画
を

定
め
、
大
規
模
施
設
で
の

災
害
に
備
え
る
。 

府
立
高
校
を
早
期
の
段
階

で
避
難
所
に
で
き
な
い
か 

問 

現
在
西
大
塚
地
域
の

方
は
松
原
東
小
学
校
に
避

難
す
る
こ
と
に
な
る
が
、

大
塚
高
校
に
避
難
で
き
れ

ば
安
全
面
と
距
離
の
短
縮

と
な
る
が
。 

答 

さ
ら
な
る
市
民
の
安

心
・

安
全
の
た
め
引
き
続

き

各

府

立

高

校

と

協

議

し
、
台

風
、
大

雨

等

に

お

い
て
必
要
に
応
じ
開
設
で

き
る
よ
う
努
め
る
。 

大
雨
へ
の
備
え
に
つ
い
て 

問 

大
雨
時
の
浸
水
状
況

を
地
域
で
も
把
握
し
て
も

ら

い

自

助
、
共

助
、
公

助

で
協
力
し
合
っ
て
解
決
し

て
は
。 

答 

市
民
の
自
助
・

共
助

の
意
識
の
醸
成
を
図
り
、

町
会
、
自
主
防
災
組
織
等

と
の
協
働
に
よ
る
防
災
対

策
を
進
め
る
。 

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の

影
響
で
休
校
に
な
っ
た
授

業
時
間
は
取
り
戻
せ
る
か 

問 

教
育
は
物
造
り
の
よ

う
に
期
限
内
に
納
め
れ
ば

良
い
わ
け
で
は
な
い
。
授

業
を
詰
め
込
み
、
ク
リ
ア

す
れ
ば
終
了
と
は
な
ら
な

い
が
。 

答 

今
後
も
学
習
内
容
の

定
着
状
況
を
丁
寧
に
把
握

す
る
と
と
も
に
重
点
化
を

図
る
こ
と
に
よ
り
、
個
々

の
児
童
・

生
徒
の
実
態
に 

応

じ

た

指

導

に

取

り

組

む
。 

電
子
母
子
手
帳
ア
プ
リ
の

活
用
に
つ
い
て 

問 

電
子
母
子
手
帳
ア
プ

リ
に
松
原
市
の
情
報
を
取

り
込
め
ば
、
予
防
接
種
の

時
期
や
子
育
て
に
関
す
る

情
報
を
直
接
タ
イ
ム
リ
ー

に
受
け
取
る
こ
と
が
で
き

る
が
。 

答 

今
後
さ
ら
に
Ｉ
Ｃ
Ｔ

を
活
用
し
、
子
育
て
世
代 

へ
育
児
に
関
す
る
情
報
を

積

極

的

に

届

け

る

こ

と

で
、
よ
り
安
心
し
て
育
児

が
で
き
る
よ
う
市
の
電
子

母
子
手
帳
ア
プ
リ
の
導
入

に

向

け

取

り

組

む

。 

問 

６
月
議
会
で
安
全
対 

策
と
し
て
提
案
し
た
35

人

以
上
の
学
級
を
分
割
し
て

学
習
で
き
る
体
制
は
で
き

た
の
か
？ 

答 

登
校
再
開
か
ら
２
週

間
程
度
、
分
散
登
校
を
実

施
し
た
。
国
・

府
に
要
望

す
る
と
と
も
に
、
動
向
を

注
視
し
て
い
く
。 

問 

プ
ー
ル
や
学
校
行
事
、

夏
休
み
の
短
縮
等
子
ど
も

の
ス
ト
レ
ス
解
消
策
は
？ 

答 

ス
ク
ー
ル
カ
ウ
ン
セ

ラ
ー
の
ス
ト
レ
ス
解
消
法

講
座
等
を
実
施
し
て
い
る
。 

問 

英
語
教
育
や
新
し
い

教
育
形
態
、
オ
ン
ラ
イ
ン

授
業
の
準
備
、
コ
ロ
ナ
対

策
等
教
職
員
の
過
重
労
働

に
対
す
る
対
策
は
？ 

答 

オ
ン
ラ
イ
ン
授
業
に

対
し
て
は
端
末
を
用
い
た

実
践
研
修
を
行
う
。
コ
ロ

ナ
対
策
は
、
有
償
の
消
毒

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
等
を
活
用

し
て
い
る
。 

問 

オ
ン
ラ
イ
ン
を
使
っ

た
学
習
に
パ
ソ
コ
ン
の
管

理
や
有
害
サ
イ
ト
へ
の
ア

ク
セ
ス
遮
断
な
ど
人
的
配

置
が
必
要
で
は
な
い
か
？ 

答 

学
習
指
導
員
等
を
既

に
配
置
し
て
い
る
。 

災
害
時
の
障
害
者
対
策
を 

問 

コ
ロ
ナ
で
就
労
困
難

に
な
っ
た
障
害
者
に
就
労

相
談
で
き
る
と
こ
ろ
は
？ 

答 

ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
や
就

業
生
活
支
援
セ
ン
タ
ー
等

が
あ
り
、
今
後
も
各
機
関

と
連
携
し
て
対
応
し
て
い

き
た
い
。 

問 

災
害
時
に
障
害
者
が

安
心
し
て
避
難
で
き
る
よ

う
に
身
近
に
福
祉
避
難
所

を
つ
く
る
べ
き
で
は
？ 

答 

福
祉
会
館
等
15

か
所

の
ほ
か
、
障
害
者
福
祉
施

設
等
と
も
協
定
を
結
ん
で

い
る
。 

問 

個
々
の
障
害
者
の
避

難
方
法
の
ケ
ア
プ
ラ
ン
を 

答 

避
難
行
動
要
支
援
者

登
録
名
簿
を
地
域
の
支
援

者
と
共
有
し
て
お
り
、
各

地
域
で
支
援
体
制
を
構
築

し
て
お
ら
れ
る
。
今
後
も

協
働
に
よ
り
、
取
組
を
進

め
て
い
く
。 

市
民
の
生
活
に 

 
 

 

安
心
を
！ 

公
明
党 

河
内 

徹 

自
助
共
助
公
助
と 

子
育
て
に
優
し
い
町 

大
阪
維
新
の
会 

鍋
谷 

悟 

一
学
級
４
０
人
で 

安
全
が
守
れ
る
の
か 

日
本
共
産
党 

福
嶋 

光
広 

個
人
質
問
と
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
議
員
が
市
民
生
活
に
関
わ
る
課
題
に
つ
い
て
市
の
考
え
を
問
う
た
り
問
題
提
起
し
た
り
、
課

題
の
解
決
策
や
政
策
を
提
案
す
る
も
の
で
す
。
令
和
２
年
９
月
定
例
会
で
は
３
日
間
に
わ
た
り
11

人
の
議
員
が
個
人
質
問

を
行
い
ま
し
た
。
そ
の
概
要
を
掲
載
い
た
し
ま
す
。 

 
 

個
人
質
問 



まつばら市議会だより（the 議会） 

10 

問 

天
美
図
書
館
・

弁
天

苑
移
転
の
補
正
予
算
案
・

建
設
費
の
「
債
務
負
担
行

為
」
に

つ

い

て
、
６

月

議

会
で
の
質
問
や
地
元
要
望

な
ど
踏
ま
え
、
ど
の
よ
う

な
施
設
を
作
る
の
か
。 

答 

バ
リ
ア
フ
リ
ー
に
よ

る
段
差
解
消
は
も
ち
ろ
ん

の
こ
と
、
エ
レ
ベ
ー
タ
ー

も
設
置
し
、
よ
り
よ
い
施

設
に
な
る
よ
う
に
と
考
え

て
い
る
。 

問 

市
議
会
に
は
、
唐
突

に
金
額
の
み
提
案
さ
れ
て

お
り
、
こ
の
予
算
を
是
と

す
る
よ
う
に
判
断
で
き
る

要
素
は
一
切
な
い
。
６
月

議
会
で
の
我
党
議
員
発
言

の
想
い
を
、
ど
う
受
け
止

め
ら
れ
て
い
る
の
か
？ 

答 

議
会
か
ら
も
、
残
っ

て
い
る
所
に
関
し
て
、
こ

れ
か
ら
も
使
え
る
限
り
は

図
書
館
機
能
を
残
す
と
い

う
議
会
の
御
意
見
も
尊
重

さ
せ
て
い
た
だ
い
た
。 

問 

施
設
の
内
容
は
？ 

答 

構
造
は
鉄
筋
コ
ン
ク

リ
ー
ト
造
り
で
２
階
建
て 

総

床

面

積

は

、

約

４

８

０
㎡
を
予
定
し
て
い
る
。 

問 

議
会
軽
視
で
は
な
い

か
？ 

答 
弁
天
苑
の
件
、
さ
ら 

に
は
図
書
館
に
つ
い
て
は
、

話
せ
る
段
階
、
話
せ
る
範 

囲
の
中
で
各
幹
事
長
を
通

じ
て
市
長
部
局
か
ら
説
明 

も
こ
の
間
し
て
き
た
。 

問 

施
設
前
ま
で
自
動
車

等
で
通
え
な
く
な
る
な
ど
、

利
用
度
や
利
便
性
が
後
退

す
る
の
で
は
？ 

答 

施
設
の
移
転
に
伴
い
、

施
設
利
用
者
の
駐
輪
場
を

は
じ
め
、
緑
の
保
全
な
ど 

一
体
的
な
周
辺
環
境
の
整

備
に
努
め
る
。 

問 

特
に
図
書
館
は
、
狭

く
な
る
床
面
積
の
中
で
、 

ど
う
し
て
い
く
の
か
？ 

答 

新
し
い
図
書
館
で
ど

ん
な
サ
ー
ビ
ス
と
か
機
能

と
か
に
重
点
を
置
く
の
が

い
い
の
か
と
い
う
よ
う
な

こ
と
を
含
め
ま
し
て
、
今

現
在
、
検
討
を
進
め
て
い

る
と
こ
ろ
で
あ
る
。 

避
難
所
の
感
染
対
策 

問 

感
染
拡
大
に
繋
が
ら

な
い
新
た
な
避
難
所
の
確

保
の
取
組
は
？ 

答 

検
温
等
で
体
調
不
良

者
の
振
り
分
け
や
マ
ス
ク

の
着
用
、
手
指
消
毒
の
徹

底
を
図
り
、
小
・

中
学
校

の
避
難
所
で
は
、
普
通
教

室

に

間

仕

切

り

や

簡

易

ベ
ッ
ド
を
設
置
し
、
避
難

ス
ペ
ー
ス
に
お
け
る
感
染

防
止
に
努
め
る
。 

問 
新
た
な
指
定
避
難
所

及
び
指
定
緊
急
避
難
場
所

の
確
保
に
ど
の
よ
う
な
施

設
を
考
え
て
い
る
の
か
？  

答 

主
に
地
域
の
町
会
が

管
理
す
る
公
民
館
や
、
事

業
所
が
管
理
す
る
倉
庫
な

ど
を
想
定
し
て
い
る
。 

マ
イ
ナ
ン
バ
ー

カ
ー
ド 

問 

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー

ド
の
今
後
の
見
通
し
と
普

及
は
？ 

答 

令
和
３
年
３
月
に
は

健
康
保
険
証
と
し
て
の
利

用
や
本
人
の
薬
剤
情
報
の

確
認
が
可
能
と
な
る
。
今

後
も
、
広
報
、
市
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
な
ど
を
通
じ
て
、

利
便
性
の
周
知
を
図
り
、

引
き
続
き
普
及
促
進
に
取 

り
組
ん
で
い
く
。 

問 

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー

ド
の
利
便
性
や
メ
リ
ッ
ト

は
？ 

答 

健
康
保
険
証
と
し
て

の
利
用
も
、
予
定
し
て
お

り
、
今
後
マ
イ
ナ
ン
バ
ー

カ
ー
ド
の
利
便
性
や
付
加

価
値
が
高
く
な
っ
て
い
く
。 

い
じ
め
対
策
に
つ
い
て 

問 

小
中
学
校
に
お
け
る

い
じ
め
の
現
状
と
認
知
件

数
の
推
移
は
？ 

答 

令
和
元
年
度
の
認
知

し
た
い
じ
め
は
小
学
校
97

件
、
中
学
校
１
４
１
件
で

合
計
２
３
８
件
、
平
成
29

年
度
が
１
０
７
件
、
平
成

30

年
度
が
１
４
８
件
と
比

べ
増
加
し
て
い
る
。 

問 

い
じ
め
の
対
策
も
含
め

た
人
権
教
育
に
つ
い
て
は
？ 

答 

い
じ
め
の
未
然
防
止

に
は
、
児
童
・

生
徒
の
心

に
深
く
響
く
よ
う
な
人
権

教
育
が
大
切
で
あ
る
と
認

識
し
て
い
る
。 

問 

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル

ス
感
染
症
の
影
響
で
市
内

事
業
者
へ
の
支
援
策
と
し

て
、
市
の
支
援
策
の
概
要 

及
び
申
請
サ
ポ
ー
ト
補
助

金
の
対
象
者
及
び
周
知
に

つ
い
て 

答 

給
付
金
の
制
度
内
容

や
申
請
方
法
な
ど
の
問
合

せ
、
相
談
に
つ
い
て
、
説 

明
や
助
言
を
す
る
も
の
。 

ま
た
、
申
請
手
続
が
困
難 

な
市
内
事
業
者
な
ど
が
行

政
書
士
に
申
請
の
代
行
を

依
頼
し
た
際
の
費
用
に
つ

き
、
そ
の
費
用
の
２
分
の

１
、
上
限
１
万
５
千
円
を 

補
助
す
る
。
周
知
は
広
報
、

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
は
じ
め

様
々
な
市
の
媒
体
を
通
じ 

て
情
報
発
信
。 

問 

国
の
持
続
化
給
付
金

は
売
上
前
年
同
月
比
50

％

以
上
減
が
要
件
、
50

％
未

満
の
売
上
減
少
で
経
営
困

難
な
事
業
者
に
対
し
市
独

自
の
給
付
金
の
創
設
を
検

討
す
べ
き
で
は
な
い
か
。  

答 

部
内
で
検
討
し
て
い

る
。 

問 

コ
ロ
ナ
で
影
響
を
受 

け
た
方
の
国
保
の
特
例
減

免
の
受
付
件
数
、
適
用
率
、 

周
知
徹
底
は
ど
う
か
。 

答 

令
和
２
年
度
の
８
月

末

時

点

で

受

付

件

数

、 

１
２
４
６
件
。
適
用
率
９

割
。
減
免
の
申
請
書
・

お 

知
ら
せ
に
つ
い
て
全
世
帯

に
送
付
。 

問 

前
年
所
得
ゼ
ロ
や
マ 

イ
ナ
ス
の
場
合
は
ど
う
か
。 

答 

コ
ロ
ナ
の
減
免
の
対

象
と
な
ら
な
い
。 

問 

令
和
２
年
２
・

３
月

の
減
免
申
請
が
周
知
徹
底

さ
れ
て
い
な
い
の
は
な
ぜ

か
。 

答 

す
ぐ
納
期
を
迎
え
る 

保
険
料
の
負
担
軽
減
を
図

る
こ
と
が
第
一
と
考
え
た
。 

問 

令
和
元
年
度
の
国
保

料
の
差
押
え
状
況
は
。 

答 

令
和
元
年
度
の
差
押

え
の
件
数
は
合
計
で
、
１ 

９
０
件
。
金
額
は
、
１
０ 

２
３
万
３
６
４
０
円
、
１ 

件
当
た
り
の
換
価
の
平
均

額
は
、
５
万
９
０
１
２
円
。 

日
本
共
産
党 

植
松 

栄
次 

天
美
図
書
館
が 

 
 

三
分
の
一
に
！ 

新
た
な
生
活
に
も 

 

順
応
し
よ
う
！ 

公
明
党 

中

尾 

良
作 

コ
ロ
ナ
禍
で 

事
業
者
へ
の
支
援
を
!! 

日
本
共
産
党 

野
口 

真
知
子 



まつばら市議会だより（the 議会） 

11 

問 

コ
ロ
ナ
禍
の
緊
急
事

態
宣
言
中
か
ら
８
月
ま
で

の
窓
口
来
庁
者
数
が
、
例 

年
と
比
較
し
て
も
同
じ
か

増
え
て
い
る
。
三
密
回
避

へ

の

努

力

が

見

ら

れ

な

い
。
も
っ
と
工
夫
と
改
善

を
す
べ
き
で
は
な
い
か
。 

答 

情
報
が
市
民
に
届
き

や
す
く
簡
単
に
取
得
で
き

る
周
知
方
法
の
検
討
が
必

要
と
考
え
る
。
窓
口
課
へ 

の
来
庁
者
数
の
１
日
平
均

は
増
加
傾
向
に
あ
り
、
曜

日
に
よ
っ
て
最
大
１
時
間

の
待
ち
時
間
と
な
っ
て
い

る
。
混
雑
予
想
な
ど
の
情

報
を
ど
の
よ
う
に
市
民
に

周
知
し
て
い
け
ば
窓
口
の

混
雑
・

待
ち
時
間
解
消
に

つ
な
が
る
の
か
検
討
し
、

早
急
に
情
報
提
供
し
て
い

き
た
い
と
考
え
て
い
る
。 

問 

市
民
が
提
出
す
る
申

請
書
類
は
、
根
拠
も
な
く

押
印
を
求
め
ら
れ
る
こ
と

が
多
い
状
況
。
手
間
で
し

か
な
い
の
で
、
即
廃
止
を

す
す
め
る
べ
き
で
は
な
い
か
。 

答 

例
え
ば
国
民
健
康
保

険
の
異
動
届
な
ど
は
、
本 

人
の
意
思
確
認
の
た
め
押

印
を
求
め
て
い
る
が
、
法 

令
上
必
須
で
は
な
い
。
押 

印
に
代
わ
る
オ
ン
ラ
イ
ン

手
続
き
が
可
能
と
な
っ
た

場
合
、
窓
口
業
務
の
負
担 

が
か
な
り
軽
減
さ
れ
効
率

化
を
図
る
こ
と
が
で
き
る

と
認
識
し
て
い
る
。
今
後
、

窓
口
に
お
け
る
手
続
き
の

効
率
化
、
簡
略
化
を
図
る 

た
め
、
押
印
の
省
略
、
デ 

ジ
タ
ル
化
を
は
じ
め
と
す

る
市
民
の
負
担
軽
減
や
利

便
性
向
上
に
つ
な
が
る
取 

り
組
み
を
進
め
て
い
く
。 

ま
た
、
リ
ア
ル
タ
イ
ム
で 

の
情
報
提
供
だ
け
で
な
く
、 

全
庁
的
に
も
Ｉ
Ｃ
Ｔ
や
Ａ

Ｉ
な
ど
を
活
用
し
た
シ
ス

テ
ム
に
よ
り
市
民
の
利
便

性
が
向
上
す
る
よ
う
な
取

り
組
み
を
積
極
的
に
進
め 

強
化
し
て
い
き
た
い
。 

コ
ロ
ナ
禍
に
お
け
る
学
校

教
育
活
動
に
つ
い
て 

問 

２
学
期
の
現
状
と
今

後
の
対
策
に
つ
い
て
は
？ 

答 

多
く
の
制
約
の
中
で

精
い
っ
ぱ
い
工
夫
を
凝
ら

し
て
い
る
。
今
後
も
感
染 

拡
大
防
止
と
心
の
ケ
ア
を 

最
優
先
に
取
り
組
む
。 

問 

初
任
者
の
先
生
方
の 

状
況
は
？ 

答 

周
り
の
教
員
の
支
え

や
、
子
ど
も
の
笑
顔
に
励 

ま
さ
れ
取
り
組
ん
で
い
る
。 

問 

不
登
校
の
理
由
に
つ 

い
て
は
？ 

答 

無
気
力
や
不
安
、
親 

子
の
関
わ
り
方
等
が
多
い
。 

問 

ゲ
ー
ム
依
存
症
に
対 

す
る
指
導
は
？ 

答 

情
報
モ
ラ
ル
学
習
を 

実
施
。 

問 

修
学
旅
行
の
大
ま
か 

な
時
期
や
行
き
先
は
？ 

答 

時
期
は
９
月
下
旬
か

ら
12

月
上
旬
。
行
き
先
は
、

 

小
学
校
は
広
島
、
中
学
校
は 

北
陸
、
信
州
な
ど
。 

問 

全
額
補
助
は
有
難
い
。 

今
年
度
の
旅
行
費
が
例
年 

以
上
に
膨
ら
ん
で
い
る
の
は
？ 

答 

バ
ス
の
台
数
や
宿
舎

の
部
屋
数
を
増
や
す
な
ど

感
染
防
止
対
策
の
た
め
。 

問 

９

月

よ

り

Ｊ

Ｅ

Ｔ 

プ
ロ
グ
ラ
ム
に
て
、
外
国 

人
の
先
生
が
来
ら
れ
る
予

定
で
あ
っ
た
が
現
状
は
？ 

答 

世
界
的
な
新
型
コ
ロ

ナ
ウ
イ
ル
ス
の
感
染
状
況

か
ら
来
日
し
て
い
な
い
。 

キ
ャ
リ
ア
教
育
に
つ
い
て 

問 

キ
ャ
リ
ア
パ
ス
ポ
ー

ト
の
内
容
・

様
式
と
は
？ 

答 

小
学
校
か
ら
高
校
ま

で
の
キ
ャ
リ
ア
教
育
に
関

わ
る
活
動
で
自
分
の
成
長

を
自
己
評
価
で
き
Ａ
４
サ 

イ
ズ
の
も
の
。 

問 

取
り
組
み
に
つ
い
て 

答 

小
中
９
か
年
の
学
び

を
途
切
れ
な
く
進
め
る
。 

学
校
図
書
館
図
書
整
備
等

５
か
年
計
画
に
つ
い
て 

問 

学
校
図
書
館
の
新
聞

配
備
が
提
示
さ
れ
た
こ
の

施
策
に
対
す
る
考
え
は
？ 

答 

主
体
的
、
意
欲
的
に 

学
び
続
け
る
力
を
育
む
た

め
に
極
め
て
意
義
深
い
。 

幸
齢
化
へ
の
新
た
な
施
策 

の
推
進
を
！ 

問 

高
齢
者
人
口
の
増
加

に
伴
い
支
援
を
必
要
と
さ

れ
る
方
や
相
談
事
も
多
様

化
し
て
い
る
。
包
括
支
援 

セ
ン
タ
ー
の
体
制
整
備
が 

急
務
。
早
期
対
応
を
！ 

答 

高
齢
者
が
住
み
慣
れ

た
地
域
で
安
心
し
て
生
活

出
来
る
よ
う
、
体
制
の
充 

実
に
努
め
る
。 

問 

「
き
ら
り
活
動
事
業
」 

に
つ
い
て
、
健
康
寿
命
延 

伸
の
観
点
か
ら
対
象
活
動

の
裾
野
を
広
げ
、
よ
り
多 

く
の
方
が
参
加
で
き
る
よ 

う
拡
充
す
べ
き
！ 

答 

活
動
員
や
活
動
場
所

を
増
や
し
、
事
業
の
充
実 

に
努
め
、
健
康
寿
命
の
延 

伸
に
つ
な
げ
る
。 

問 

コ
ロ
ナ
禍
に
お
け
る

高

齢

者

対

策

と

し

て

ス

マ
ー
ト
フ
ォ
ン
購
入
助
成 

を
！ 

答 

費
用
助
成
に
つ
い
て

は
、
高
齢
者
の
利
用
状
況 

を
鑑
み
、
研
究
す
る
。 

 

松
原
の
観
光
事
業
に
つ
い
て 

問 

観
光
課
、
観
光
協
会 

の
関
り
に
つ
い
て
問
う 

答 

観
光
協
会
は
、
観
光 

振
興
や
地
域
の
活
性
化
を

図
る
こ
と
を
目
的
に
店
舗

や
事
業
所
の
紹
介
や
情
報

発
信
等
民
間
の
特
性
を
活

か
し
た
活
動
を
。
観
光
課

は
、
観
光
協
会
が
継
続
的
、

安
定
的
に
活
動
で
き
る
支 

援
を
し
て
い
る
。 

問 

コ
ロ
ナ
禍
の
今
、
こ 

の
時
に
何
を
す
る
か
。
攻 

め
の
観
光
を
！ 

答 

松
原
の
特
色
あ
る
観

光
案
内
に
努
め
て
も
ら
え

る
体
制
づ
く
り
を
研
究
し 

事
業
展
開
に
つ
な
げ
る
。 

公
営
住
宅
の
保
証
人
制
度 

に
つ
い
て 

問 

府
営
住
宅
に
お
い
て

入
居
要
件
か
ら
保
証
人
を

排
除
し
て
緊
急
連
絡
先
に

変
更
し
て
い
る
が
市
営
住 

宅
に
つ
い
て
問
う 

答 

保
証
人
を
必
要
と
判

断
し
廃
止
し
て
い
な
い
。 

問 

廃
止
検
討
を
！ 

答 

今
後
、
検
討
す
る
。 

大
阪
維
新
の
会 

平
野 

良
子 

市
役
所
窓
口
の 

利
便
性
ア
ッ
プ
を 

子
ど
も
の
学
習
意
欲

を
高
め
る
環
境
を 

公
明
党 

依
田 

眞
美
子 

公
明
党 

三
重
松 

清
子 

人
に
優
し
い
活
力
あ
る

ま
ち
づ
く
り
を
!! 
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問 

こ
の
間
、
松
原
市
が

実
施
し
た
コ
ロ
ナ
感
染
症

支
援
策
（
助
成
や
給
付
、

事
業
所
等
応
援
策
）
の
効

果
検
証
は
？
今
後
の
計
画

と
目
標
の
設
定
は
市
民
の

声
を
反
映
し
進
め
、
感
染 

症
拡
大
防
止
へ
Ｐ
Ｃ
Ｒ
検 

査
体
制
の
充
実
を
求
め
る
。 

答 

が
ん
ば
る
事
業
者
応

援
ク
ー
ポ
ン
事
業
に
つ
い

て
は
、
事
業
者
へ
の
調
査

等
を
行
い
、
多
く
の
評
価

を
い
た
だ
い
た
。
次
回
は

前
回
の
結
果
を
踏
ま
え
、

参
加
事
業
者
数
を
２
０
０

店
舗
に
拡
大
し
、
補
助
限

度
額
を
15

万
円
に
す
る
。

感
染
拡
大
防
止
に
つ
い
て

は
、
啓
発
及
び
松
原
市
Ｐ

Ｃ
Ｒ
検
査
セ
ン
タ
ー
の
開 

設
の
準
備
を
進
め
て
い
る
。 

問 

氾
濫
災
害
の
備
え
に

つ
い
て
９
月
１
日
の
大
雨

に
よ
る
冠
水
調
査
に
お
け

る
状
況
の
把
握
、
情
報
や

知
識
の
市
民
と
の
共
有
、 

今
後
の
計
画
は
？ 

答 

重
点
箇
所
へ
の
パ
ト

ロ
ー
ル
の
実
施
と
、
市
民

か
ら
連
絡
が
あ
っ
た
箇
所

に
伺
い
、
当
時
の
状
況
を

聞
く
等
の
現
地
調
査
等
を

し

、

そ

の

場

で

説

明

を

行
っ
た
。
今
後
も
現
場
や 

広
報
等
で
周
知
し
て
い
く
。 

問 

避
難
所
を
エ
ア
コ
ン

設
置
教
室
と
の
設
定
は
、

市
が
想
定
す
る
避
難
者
の

収
容
は
不
可
能
。
学
校
体

育
館
に
も
エ
ア
コ
ン
設
置

と
ト
イ
レ
の
改
修
は
必
要

不
可
欠
。
設
置
の
方
向
で

検
討
す
べ
き
。
校
区
ご
と

の
ゾ
ー
ニ
ン
グ
を
急
ぐ
こ

と
と
併
せ
備
蓄
や
備
品
の

点
検
と
充
実
、
防
災
倉
庫

の
増
設
を
改
め
て
強
く
求 

め
る
。 

答 

避
難
所
に
つ
い
て
は
、

小
・

中
学
校
の
普
通
教
室 

以
外
に
エ
ア
コ
ン
設
備
の

あ
る
指
定
避
難
所
を
開
設

す
る
。
ト
イ
レ
は
、
校
舎

内
の
洋
式
ト
イ
レ
の
活
用

と
、
大
規
模
災
害
時
は
各

学
校
に
配
備
し
て
い
る
簡

易
ト
イ
レ
及
び
障
害
者
用

ト
イ
レ
等
に
よ
り
対
応
し 

て
い
き
た
い
。  

問 

本
市
の
人
材
育
成
に

対
す
る
考
え
方
と
取
組
に 

つ
い
て
問
う
。 

答 

ス
キ
ル
ア
ッ
プ
や
意

識
改
革
、
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー

シ
ョ
ン
力
・

マ
ネ
ジ
メ
ン

ト
力
の
向
上
で
あ
る
と
考

え
、
研
修
の
実
施
や
環
境 

の
整
備
に
取
り
組
む
。 

問 

本
市
の
ハ
ラ
ス
メ
ン

ト
に
対
す
る
考
え
方
と
取 

組
に
つ
い
て
問
う
。  

答 

心
身
に
苦
痛
を
与
え
、

人
格
、
尊
厳
及
び
勤
務
環
境

を
害
す
る
も
の
と
考
え
、 

防
止
要
綱
を
策
定
し
、
研

修
を
行
い
、
職
員
に
周
知 

啓
発
を
し
て
い
る
。 

問 

コ
ロ
ナ
禍
に
お
け
る

学
校
教
育
の
現
状
と
今
後 

の
見
通
し
に
つ
い
て
問
う
。 

答 

授
業
時
間
数
の
確
保

の
た
め
、
様
々
な
対
応
を

し
な
が
ら
進
め
て
い
る
。

今
後
は
、
児
童
・

生
徒
一

人
一
人
の
つ
ま
ず
き
を
丁

寧
に
見
取
り
、
学
習
支
援 

を
進
め
る
。 

問 

一
人
一
台
タ
ブ
レ
ッ

ト
の
効
率
的
効
果
的
な
活 

用
方
法
に
つ
い
て
問
う
。 

答 

学
習
意
欲
の
向
上
や

学
習
理
解
の
促
進
等
、
学

力
向
上
に
効
果
的
に
活
用 

し
て
い
く
。 

問 

コ
ロ
ナ
禍
に
お
け
る 

今
後
の
教
育
環
境
を
問
う
。 

答 

国
や
府
の
新
型
コ
ロ

ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
対
策

及
び
感
染
拡
大
の
状
況
を

注
視
し
つ
つ
、
学
校
の
適 

正
化
に
つ
い
て
検
討
し
て 

い
る
。 

問 

コ
ロ
ナ
禍
に
お
け
る 

避
難
所
運
営
に
つ
い
て
問 

う
。 

答 

各
小
・

中
学
校
の
避

難
所
に
お
い
て
、
運
営
マ

ニ
ュ
ア
ル
を
作
成
し
、
災

害
時
に
お
け
る
円
滑
な
避

難

所

運

営

に

努

め

る

。 
問 
自
主
防
災
組
織
の
組

成
育
成
に
係
る
市
の
関
わ 

り
を
問
う
。 

答 

地
域
住
民
に
よ
る
組

織
的
な
防
災
活
動
の
促
進

を
図
る
た
め
、
自
主
防
災

組
織
の
設
立
や
活
動
並
び

に
地
区
防
災
計
画
の
策
定

に
対
す
る
支
援
を
行
う
。 

日
本
共
産
党 

森
田 

夏
江 

コ
ロ
ナ
対
策
検
証

と
支
援
の
強
化
を 

人
材
不
足
解
消
に
は 

人
財
育
成
が
大
切 

自
由
民
主
党 

篠
本 

雄
嗣 

市議会の寄付・虚礼等の廃止について 

松原市議会では、議員名及びその家族名による次の行為に対し

て申し合わせています。市民の皆様のご理解とご協力をお願いい

たします。 
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